
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今 期 累 計 1,503,000円 

年 間 予 算 2,000,000円 

達 成 率 75.15％ 

第２６６０地区 
大東ロータリークラブ 

■ 事務所 
〒574-0046 大東市赤井１丁目 2-10 

ポップタウン住道本館４階 
T E L :０７２－８７５－１２００ 
F A X :０７２－８７５－０５９０ 
E-mail:office@daito-rc.org 
http://www.daito-rc.org/ 

■ 例会 
毎週火曜日 12 時 30 分～1時 30 分 
〒574-0076 大東市曙町 4-6 
大東市民会館 4 階「大会議室」 
T E L :０７２－８７１－０００１ 
 
 

創立 1967 年 12 月 26 日 
■会長 橋本 正幸 
■幹事 佐藤 多加志 
■会報委員長 森岡 信晶 

◆4つのテスト◆ 
言行はこれに照らしてから 
① 真実かどうか？ 
② みんなに公平か？ 
③ 好意と友情を深めるか？ 
④ みんなのためになるかどうか？ 

DAITO 
ROTARY 

OSAKA JAPAN 

CLUB WEEKLY BULLETIN 

平成 30 年 3 月 6 日  No.2412 H30.2.20  (No.2411 の例会記録) 

 
ロータリー：変化をもたらす 

大東ロータリー会長テーマ 

「 半世紀“2067”への架け橋  
奉仕の継承と変革 」 

◆ 出席報告（2月 20 日分） 

会員数 38名 出席数 28名 欠席者 5名 

特定免除 4名 その他免除 1名 

出席率 82.35％ 
 

前々回 1月 30日分 

ホームクラブの出席者 23名  79.31％ 

メークアップの結果 28名 

特定免除 8名  その他免除  1名 

欠席者 1名  修正出席率 96.55％ 

２０１７年～２０１８年度 
国際ロータリーのテーマ 

国際ロータリー会長   イアン Ｈ.Ｓ. ライズリー 

第 2660 地区ガバナー方針 

「 個性を活かし、参加しよう 」 
 

片山 勉 

今週の予定   （3 月 6 日） 
 
 
・3/9  子ども支援センター 卒園式 10：15～ 

・3/10  ロータリーデー ホスト：交野 RC 

     13：30～ 

・3/14  第 3 回大東ＲＣゴルフコンペ 

・3/17  地区 第１回 クラブ戦略計画委員長会議 

 10：00～ 

・3/20 休会 

 

・4/3 春の家族会 

・4/7 地区 2018-19 年度のための地区研修・協議会 

       開会 12：30 

・4/24 休会 

お知らせ 

次週の予定   （3 月 13 日） 

先週の例会報告 

「 趣味について」 

西山 潤一 会員 

後面に記載 

ニコニコ箱 

「 今年の阪神タイガースについて 」 
ゲストスピーカー  

元阪神タイガース監督 藤田 平 氏 
担当 西條 義昭 会員 



 

 

 
 

 ２月６日台湾で大きな地震が発生しました。２

年前の小川会長年度の同じ日に台湾で地震が発

生しています。大きな被害が発生していることか

ら、前回同様に義捐金を送りたいと思いますので、

ご協力をお願いいたします。 

平和の祭典オリンピックが９日から始まり後

半を迎えました。アメリカのメディアの調査によ

ると、日本のメダル獲得数が、１４個内金メダルが３個と発表されていました。開

催当初には、期待されていた選手は銀メダルが続きなかなか金メダルが獲得できな

いので、観戦しながらエールを送っていました。 

 中盤に入るとフィギアスケートで羽生選手が、スピードスケート 500ｍで小平選

手が獲得しました。何度も何度も放映されましたが、何度観ても勇気をもらえます。

これまで、表彰式で、北欧の国歌を聞いていましたが、日本国歌が流れると熱い思

いになります。金メダルがすべてではありませんが、日本代表選手として、一つで

も多くのメダルを獲得できるよう頑張って頂きたいと思います。 

１８日に３月１０日に行われる、ＩＭ３組ロータリーデーのリハーサルに行って

参りました。これまでのロータリーデーでは、講演会形式で行われてきましたが、

今回は活動報告や定款変更、会員増強などについて発表を行います。ロータリーデ

ーでの会議や会長幹事会での意見交換会では、発表を行う順番は大東ＲＣが最初に

行います。ＩＭ３組が再編されますが、今後も最初の発表となると思いますので、

覚悟の上会議に参加して頂けたらと思います。リハーサルは、持ち時間５分で行い

ましたが、８分の発表になってしまいました。原稿を一部削除しての発表をするた

めに、現在検討を行っています。 

 ３月１０日（土）午後１時メセナ枚方で行われます。時間のある方は、参加をお

願い致します。 

リハーサル開催前に、宮田ガバナー補佐と話をする機会があり５月１２日に行わ

れる「ロータリーフレッシュマン研修」について伺いました。「ロータリーフレッ

シュマン研修」は、地区で行われていましたが、最近実施されていませんでした。

ＩＭ１組で継続して行われていて、フレッシュマンによる交流が行われています。

片山ガバナー、次年度、次々年度ガバナーは、ＩＭ毎に実施するよう要請があった

ことにより実施されるものです。 

ＩＭ１組は８クラブで会員数も多いクラブがないために、フレッシュマンがクラ

ブを超えての事業検討されているようです。地区ではこの状況が理想と「ロータリ

ーフレッシュマン研修」を提唱されているとの事でした。 

私は、クラブにはそれぞれの方針があります。また、フレッシュマン個人の考え

もあります。決して強制されるものではなく、フレッシュマンの集団がどう考える

かという自由な意思が必要ではないかと思います。 

橋本 正幸 会長 
会長の挨拶 



 

 

  

◎ニコニコ箱委員会                    西山 潤一 委員長 

・結婚記念日 自祝      上田 陽造 君 

・結婚記念日 自祝      岡本 日出士君 

・結婚記念日 自祝      中  恒夫 君 

・入会記念日 自祝      西山 潤一 君 

・入会記念日 自祝（1月）     松原 清一 君 

・東村会員、公私共に大変お世話になりました 感謝  橋本 正幸 君 

・新入会員候補者に説明に行って来ました    佐藤 多加志君 

・台湾での地震災害に義援金をお願い致します   中嶋 啓文 君 

・日々に感謝       田川 和見 君 

・中嶋委員長、情報集会大変お世話になりました   木村 克己 君 

・田川さんありがとうございました 感謝    中野 秀一 君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会報告 

 
☆今週のお祝い   ~ 2 月 結婚記念 入会記念~ ☆ 

 結婚記念 上田陽造会員、岡本会員、中会員 

 入会記念 西山会員                             

  
◇2017〜2018 年度 

     第 2660 地区 第 3 組 ロータリーデーのお知らせ◇  
日時 2018 年 3 月 10 日（土） 
登録 13︓00〜  

第Ⅰ部 1.式典 13︓30〜14︓00 
    2.発表 14︓00〜16︓00 
 
第Ⅱ部 懇親会 16︓15〜17︓30  

場所 枚⽅市⽴メセナひらかた会館 2F  
多目的ホール  

ホスト 交野ロータリークラブ 
 



 

 

 

 

「 50 周年記念誌について 」 
 
 
 
 
 
 

上田 正義 会員 
 

創立 50 周年を迎え、ここに至る歴史の重みを感じる記念誌発行の実行委員長を拝命

し、有難さの半面責任の重さを心に刻み 50 周年記念に恥じないように記念誌委員会一

同協力し、発行予定です。 
 
 本年度、橋本会長のスローガン『半世紀“2067”への架け橋』のもと、この先 100
周年に向けて当クラブの未来に繋げるためには、50 年間のあゆみを知り、今日に至る

輝かしい歴史と足跡を今後に活かしたいという思いで、特別企画として、大先輩の大

川進一郎会員・樋口秀和会員・池田實会員・上田陽造会員・岡本日出士会員による顧

問グループ巻頭座談を企画し、掲載させていただきました。 
 
 創立 50 周年記念事業紹介では、特に我が大東市のシンボル飯盛山と飯盛城に深く関

わりのある「三好長慶公」銅像建立の事業を中心に、その他記念事業につきましても

余すところなくご紹介させていただき、記念式典紹介では、式典・祝賀会の写真を出

来る限り多くし、皆様方の記念として残る誌面となるよう企画いたしました。 
 
 会員紹介では、会員それぞれの職業奉仕への思い、職業を通じてどのようにロータ

リークラブ活動に向きあっているのかのメッセージをレリーフとして制作。職業奉仕

の理念としてご紹介しております。 
 
 記念誌は、そして大東ロータリークラブ歴史資料の整理と保存という面にも配慮し、

創立からこれまで行われてきた様々な事業活動をわかりやすく伝えたいという思いで、

委員会のメンバー一同協力し、完成間近です。 
 
 本誌編集に当り、企画・取材・撮影・編集にまで甚大なるご尽力を頂きました森岡

信晶副委員長・事務局の村本氏には心から感謝申し上げます。 
 最後になりましたが、2067 への架け橋のなるために、この度の 50 周年本記念誌が

皆様方お役に立てれば幸いかと心より願っております。 
皆様方のお蔭で発刊にこぎつけそうです。御礼申し上げます。 

 
 

先週の卓話 


